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くべきなのである。東アジアの多文化・多制度といった特殊情況に鑑みれば、東アジア各
国はヨーロッパと北アメリカ共同体の貴重な体験を学ぶと同時に、東アジアの様々な文明
を受け入れて、共存して東アジア共同体を建設するという新しいモデルと新たな経験を創
造しなければならない。「東アジア共同体」の建設は世界覇権主義や地域覇権主義の言行
を批判し、様々な東アジア各国の団結共存にそぐわない間違った観念を糾し改めなければ
ならないが、アメリカの東アジアにおける存在と既成の国際システムに挑戦せず、東アジ
ア各国は共同の努力を通して、「東アジア共同体」を目標とする東アジア和平の構築といっ
た新たな局面を開かなければならないのである。世界の発展という大きな趨勢に符合して
いるだけでなく、東アジア各国の共同の利益にもかなった「東アジア共同体」を建設する
ことは、東アジア各国のコンセンサスになることだろう。
　ご清聴を感謝いたします！日本から来られた友人が、上海で楽しく過ごされますこと
を！
 （工藤卓司訳）
